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ができる。それが、本論文がヘルスプロモーションという語句をキーコンセプトとして採










































































































































































































































































・2011 年 わっぱ 40 周年大会参加、代表および各場の責任者への聞き取り調査 
・2012 年 1 月 13～14 日 「若手」メンバー5 名のインタビュー 
・2014 年 2 月 12～13 日 齋藤氏（創設者、現代表）インタビュー、 













筆者は 1999 年 4 月から 2002 年 3 月まで 3 年間、「わっぱの会」に所属し、場の創設と
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・生活相談の変遷－当事者スタッフの視点から（冨樫）※ 
・Drop-in こもれびを終えて （冨樫） 
・野戦病院化と綻びるつながり－リーマン・ショックと派遣村 （冨樫）※  
・居場所を作る－人間関係の結び直し－（うてつ）※ 
・「グリーンネックレス」－女性のための居場所 （山口）※ 
・新宿ダンボール村 迫川尚子写真集 1996－1998  
・貧困 社会問題にもう一歩近づく: Makoto Yuasa at TEDxTodai  
・ニュースレター 「おもやい通信」 
※印は、自立生活サポートセンターもやい編, 2012 年, 『貧困まったなし、とっちら
かりの 10 年間』, 岩波書店. に挿入されている手記である。 
 
2. フィールド調査 
・2012 年 4 月 25 日 稲葉氏がゲストであった座談会へ出席。 
車座 DeBanda!!4 月「ホームレス、ネットカフェ難民・・・。 ハウジング・プア 住ま
いの貧困を考える」女性センターゆうまつど研修室 





























































































































































































































序論  26 
 



















































































































習慣病対策を第 2 世代としたうえで、「第 3 の公衆衛生革命」であると位置づけている。 
 
３「権能を与える」は、オタワ憲章の冒頭（Health promotion is the process of enabling 
people to control over, and to improve, their health.）の前半部分、“the process of 
enabling” の筆者の訳である。これまでの日本語訳では、「可能にする」と訳されるこ
とが多い。”enable”は、「可能にする」、「容易にする」という意味もあるが、「権利を与
















成」の 5 つが提示されている。 
 
５ イリイチ（1976 = 1979）はこのような現代人が体得してきた医療に対する姿勢を「医
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８ このパラダイムの転換の困難さについては、脚注 1 に述べたとおりである（猪飼 2010）。 
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１５ 「わっぱの会」を対象とした研究は、筆者が知る限り、次の 2 点のみである。1 つは、
「わっぱの会」の事例から障害者運動における当事者概念と労働観を考察したもの（タ
イトル：障害者運動における当事者概念と労働観の変遷）（伊藤 2011）、もう 1 つが、
障害者運動の事業性と新規メンバーの加入過程の関連を考察したもの（タイトル：障害



























１９「共創」という用語は、社会システム工学（上田 2004）、まちづくり（小松ほか 2010）、 
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２３ 1984 年、ソーシャルワーカー1 名と精神障害者 3 名で教会の古会堂を借り受け、活動
を開始した、「浦河べてるの家」（北海道浦河町）は、日高昆布の産地直送販売で、一時、
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ミュニティの崩壊によって失われたもの（goodwill, fellowship, mutual sympathy, 
social intercouses among a group of individuals and families who make up a social 
unit）に言及している。パトナム自身、その著書の中で、社会関係資本という用語は、
20 世紀において少なくとも 6 回、個々に独立して「発明」されてきたことを示し、それ





２７  日本におけるヘルス領域における社会関係資本の研究動向は、まず、2009 年以降に、
健康と社会関係資本に関する研究が飛躍的に伸びており（2003 年：1 件、2005 年：3
件、2006 年：2 件、2007 年：5 件、2008 年：4 件、2009 年：15 件、2010 年：11 件、
2012 年 3 月まで：2 件）、そのほとんどが量的研究（対象研究 54 件中 49 件、90.7％）
であった。研究テーマは、社会関係資本と健康状態全般について 16 件（29.6％）、健康
の単一指標の関連について（メンタルヘルス、残歯数、血圧数）13 件（24.0％）、ＳＣ
の実態を調査したもの 8 件（14.8％）、運動、介護予防等の健康づくりに関するもの 4
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ル・キャピタル研究会」2007 が挙げられている（山村 2012）。 
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２つの段階の変化は、社会保障の 50 年勧告と 95 年勧告の内容に対応している。 
 
 






























よび医療）、社会福祉という 4 分野で構成されることが明記された。後に 1983 年に老人保
健分野が追加され、現在は 5 分類となっている。戦後 5 年間のうちに「社会福祉三法体制」
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ここでは、M 市内における 2 種類の地域座談会で出された意見を参考にする。1 つ目の
座談会は、筆者が2012年から所属しているNPO法人が主催する、月一回の座談会である。
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第 1 章 脚注
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護が与えられなければならない人々である」という思想である（櫻田 2002: 9）。 
 




















３９ この座談会は、筆者が 2007 年に主婦層を対象として開催したストレスマネジメント講
座の受講生から、講座修了後も不定期な集いの場を求める声が挙がったことから始まっ
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域社会における相互扶助の促進の 4 つについて検証する。第 2 節では、上記 4 つの動向か
ら導き出した以下 2 つの傾向、「支援領域の拡大」と「自己概念の偏重」が、当事者にと
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点をとりあげる。これら 4 点の動きは、70 年代後半に議論された日本型福祉社会構想で示
された指針に沿うものであり、社会保障体制の 95 年勧告で明確に打ち出されたものであ







は自分で守る」という自助努力を促すキャンペーンに顕著にみられる。1978 年に第 1 次
国民健康づくり運動（1978～1977）がはじまり、疾病の早期発見・早期治療が重視され、
その基軸となる市町村保健センターの整備が進み健康診査体制の充実が図られた。1988
年からの第 2 次健康づくり運動（アクティブ 80 プラン）では、疾病予防・健康増進に焦
点が移り、栄養・運動・休養の 3 本柱を軸に指針が策定された。2000 年からの健康日本
21（第 3 次健康づくり運動）は、「壮年期死亡の減少、健康寿命の延伸及び生活の質の向
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1) ホームレス自立支援法（ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法）、2002 年 
2) 障害者自立支援法、2006 年 
3) 児童扶養手当法と母子及び寡婦福祉法の改正、2002 年 
4) 生活保護受給者等就労支援事業、2005 年 
 









3. 社会参加の促進  
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 さらに、第 2 節で行ってきた「支援を受けるということ」、「自己決定をするということ」
 
 
































































































人化を促進する力と対峙する動きとは、いかなるものであろうか。ここでは、第 1 章第 2
章で行った現在の社会保障や共生社会構想に働く原理の分析から指摘できることとして以
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４６ たとえば、平成 26 年度に内閣府が行った「国民生活に関する世論調査」では、国民の
3 人に 2 人が「将来に不安を感じている」と回答し、その内訳では、「老後の生活設計」
（57.9％）が最も多かった。本調査の調査対象は、全国 20 歳以上の日本国籍を有する
者のうち層化 2 段無作為抽出法で抽出された 10,000 人である。調査期間は平成 26 年 6
月 19 日～7 月 6 日。有効回答数が 6,254 人、有効回答率 62.5％（内閣府 2014）。 
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第 3 章  「わっぱの会」 
 
 






















（伊藤 2011）、もう 1 つが、障害者運動の事業性と新規メンバーの加入過程の関連を考察
したもの（伊藤 2013）である。 
尚、序章でも述べてきたが、「わっぱの会」は、筆者が 1999 年 4 月から 2002 年 3 月ま
での 3 年間、メンバーとして所属していた団体である。よって本論文の記述は、筆者の活
動実践体験およびその後の聞き取り調査をもとにしている。実践および調査の概要につい
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2. 「一つ屋根の下」の時代（1971～1980 年代半ば） 
 
 1971 年 11 月 1 日、共同生活を始めてから 6 か月後、わっぱの会は共同生活体（わっ























多かった中村区での元社員寮を借り受けていた時期（1981 年 3 月～1985 年 6 月）には、








































































（※81 年 8 月、市民生局から「わっぱの会」に法人化の勧めがあり、翌年の 4 月、
法人化の意向を「わっぱの会」から申し入れている。しばらく交渉は停滞していたが、












































共働研究会を 1992 年にスタートした。80 年代半ばまでは一つ屋根の下に暮らしていたこ
とでごく自然におぎなえていた障害者の生活支援や介助を、システムとして具体化してい




このように 80 年代後半から 90 年代、「わっぱの会」は、共同体であり続けるというエ
 
 
























































働く場（「共働事業所」）が 7 か所、生活をする場（「共同生活体」）が 15 カ所、地域に住
む障害者への就労支援や生活支援をおこなう事業所が 6 カ所ある（表 3 わっぱの会活動内
容 p.99 参照）。1992 年に共同生活体で暮らしていた U さんが他界したのをきっかけに、
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会」をどのように捉えているかを質問した（表 3 p.98 参照）。ここからは、その時のイン
タビューで語られていたことから、彼らにとって「共働事業所」や「分配金」のしくみが
どのような作用をもたらしているかを引き出してみよう。 






































会」に入った者の多くは 30～40 代で、子育て中の者も多い。 






















































思うようになっている。E や K にとって、「共働事業所」や「分配金」というしくみは、
理念を体得し、さらに帰属意識を高めるしくみとして作用していた。 
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第 3 節 「わっぱの会」における「共創」の考察   
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1. 「わっぱの会」の活動の原動力 
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表 4 わっぱの会 活動内容 
 
40 周年パンフレットより抜粋（2011 年 10 月 29 日発行）  




























去、減容機での圧縮梱包、保管。障害ある人ない人 10 数名で従事。 
6 エ コ ス テ ー シ ョ ン 
（名古屋市内） 
2005 年開所。発砲スチロール、食品トレーの回収、分別、ゴミの除去、




















2000 年開校。東海 3 県唯一の障害者雇用促進法に基づいた「能力開発施
設」。県より委託を受け公共訓練を実施。しかし、障害者の能力を開拓と
いう以上に、障害を持っていても働ける職業を開拓するという意味で、「職











































2006 年開所。知多半島南部 3 町の委託を受けた相談支援事業を実施。担
当者は女性 2 名。知多地域の他事業従事者の協力あり。 
 
【共同生活体】 
1985 年までは 1 か所で、そこが作業所であり事務所であり、住処であった。 
1985 年に転居を余儀なくされ、小さな規模の共同生活体を複数運営するようになった。 
2011 年の時点で、名古屋市内に 13 カ所（障害のある人 47 名、ない人 6 名の桂 53 名）、知多（武豊町）
には 1 か所（障害のある人 6 名）が暮らしている。 
※ 2014 年現在、名古屋市内 14 カ所 知多（武豊町）1 カ所、計 15 カ所（障害ある人ない人 70 名が
生活）。 
【上記以外の運動】 




※1 就労支援事業は、一覧表内の 2 か所に加え、「ふくえパソコン教室」と「尾張中部 就 
業・生活支援センター」が開設され、2014 年 12 月の時点で 4 カ所となっている。 
※2 生活援助事業は、2 北区障害者地域支援センターが「北区障害者害者基幹相談支援セ 
ンター」へ移行。また、「わっぱの会」初の高齢者生活援助事業として「生涯活動セン 
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第 3 章 脚注















の保障を考える会（在障会）」、80 年代にアメリカの自立生活運動（Center for 
Independent Living）の手法を取り入れ 80 年代以降日本で浸透した、自己決定の権利
を軸にした「自立生活センター（CIL）」などがある。また、全国組織である「全国障害
者解放運動連絡会議（全障連）」（1976 年）は、政治的圧力団体として盛んに運動を展開







の闘い」であった（樋口 2000: 10）。 
 
５３ 作業所運動が最初に掲げた理念は、「第 1 に，障害の種類や程度をこえてすべての障
害者の働く権利を保障する運動であること、第 2 に，国民諸階層と結んだ社会運動の一






５５「わっぱの会」は第 1 次わっぱ建設運動として 1974 年 12 月に名古屋市民政局と話し
合いを行い翌年 7 月には市役所前でハンガーストライキを決行した。この一連の建設運
動で「わっぱの会」は市から「心身障害者共同生活共同作業事業」として補助金をかち
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６１ 2014 年インタビュー当時の金額である。 
 
６２重度障害の場合、年金分を基本分配から減額すると金額がゼロ近くなる場合があるが、
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やい」を取り上げる第 1 の理由である。 
第 2 の理由は、「もやい」が以下に挙げる 4 つの点で「わっぱの会」とは異なる運動体
であることによる。まず第 1 に、「わっぱの会」は初めから「共同体づくり」を目指した
運動体であるが、「もやい」はそれを掲げてはいない。第 2 に、「わっぱの会」は、社会運
動が活発であった 1970 年代初頭に生まれた団体であるが、「もやい」は 2001 年に設立さ
れており、「もやい」設立以前の礎となる活動自体も 1990 年代半ばに始まっている。第 3
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のことだが、1998 年 3 月には「のじれん」（渋谷・野宿者の生活と居住権をかちとる自由
連合）結成に関わり、翌年は山谷で長年日雇い労働者運動をやってきた活動家との親交を
















































































































ている（稲葉 2012: 15）。 
 2001 年 5 月、「〈もやい〉互助会設立集会」を開催。当日は、「新宿・櫟の会」の常連を
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4. 手弁当ボランティアによる活動（2001 年～2006 年） 
 
2001 年の「もやい」設立から 2006 年まで、「もやい」の活動はすべて無給のボランテ
ィアによって成り立っていた７４。相談数も週に 1～2 件と多くなく、こじんまりとしてア
ットホームな雰囲気に包まれていた。2006 年 7 月に保証人の提供を求めて「もやい」に
やってきた冨樫の回顧録には、当時の「もやい」が持っていた、信頼関係によって成り立














































5. 貧困問題の最前線へ 2008 年「年越し派遣村」～現在 
 
このように、時間をかけて、丁寧に関係性を築くことを基盤とする「もやい」の日常の








が 11 月 29 日～30 日に開設した「派遣切りホットライン」では 472 件の電話相談があり、
その少なからぬ人達が、あてはないが東京へ行くと話していたということを聞き、年末に
は更なる「派遣切り」が大量に出るだろうと予測されることもあり、その対応として 2008
年末（2008 年 12 月 31 日～2009 年 1 月 5 日）に「年越し派遣村」が開設された。湯浅が
派遣村の村長としてメディアにも露出したことで、「もやい」の知名度は一気に上昇した。
このことで、相談の内容の質と量の急激な変化の波が「もやい」を襲った。 
冨樫が「当事者スタッフ」になった 2007 年当初の相談者数は、週に 1，2 件だったが、
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場所を作ろう」とサロンを立ち上げた（うてつ 2012: 28）。 





















































































2010 年 3 月末で、「もやい」の有給スタッフをやめた。これは、仲間たちとフラットな関
 
 






















































実現することの困難さと格闘し、試行錯誤を繰り返しながら、「Drop-in こもれび」を 5 年
半続けた。「傷ついた者の集まり」としての居場所として始まったこのプロジェクトは、一
つの節目を迎え 2013 年 3 月で一旦終了した。現在、新たなコーディネーターのもと、よ
り外へ出ていく志向性を持ったアラサー世代の集まりである「ランタンベアラ」が、月 2
回の居場所に加え、不定期なスピンオフ企画を開催する活動を行っている（2013 年終了、









































乗り出した。2008 年 11 月には、合同墓「結の墓」が完成し、11 月 3 日、東京都台東区の
寺院「光照院」で建立式が執り行われた。現在（2012 年）、9 人の遺骨がこのお墓に納め
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第 4 章 脚注  
                                                   
６６ もやいセミナー2014 年 9 月 26 日 稲葉プレゼン配布資料より 
 
６７ 路上生活者に対する公的な支援制度は、実態として、第 2 次世界大戦後に急増した貧
困に対する政策、すなわち生活保護法が保障する範囲内のものしか存在していない。
1946 年に制定された生活保護法は ①国家責任、②無差別平等、③公私分離の 3 つを
基本理念としたものである。この 3 つの理念は、SCAPIN（Supreme Commander for the 
Allied Powers, Instruction の略。連合軍総司令部の指令）775 号覚書「社会救済」に盛




































６８ 詳細は、新宿連絡会編, 1997,『新宿ダンボール村 闘いの記録』現代企画室.に詳しい。 
 
６９ 新宿連絡会 1998 年 2 月 8 日 緊急声明より
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http://www.asahi-net.or.jp/~uh5a-kbys/shinjuku/fire/980208.htm 
 










（稲葉 2012: 12）。 
 




７４ 「もやい」では、全員参加の「直接民主主義」的な会議で 1 年間にわたって議論を重
ね、2006 年 2 月から株式会社リプラスから資金提供を受けることに決定した。これに
よって、一部の者が有給スタッフとなった（山口 2012: 48）。 
 
７５ 2006 年 7 月に NHK で『ワーキングプア』が、2007 年 1 月に日本テレビで「ネット
カフェ難民」が放送され、これらの番組の中で「もやい」が取り上げられた。 
 














「世界の貧困と日本の貧困をつなぐ」プロジェクトと意義づけている（うてつ 2012: 32）。 
 
７９ このイベントは 2010 年 7 月 30・31 日の 2 日間にわたって「自分らしさ・多様性」を
テーマに開催された。「グリーンネックレス」の仲間たちの写真に詩を添えて作成した
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を 2013 年 12 月に論文執筆の資料として書き起こしたものである。 
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そうであるならば、あえて私たちがその重い責任を引き受けることで、連帯保証人














































































































































































































筆者は 1999 年 4 月から 2002 年 3 月まで、「わっぱの会」の農業を中心とした「わっぱ
知多共働事業所」と「ひろばわっぱる」８４で働きながら、共同生活体の世話人の役割を担
っていた８５。1999 年から 1 年間は、共同生活体に近いエリアに住み、毎朝、共同生活体
の住人を車で迎えにいき、一緒に畑に行って作業をし、帰りも住人達をのせて共同生活体
に帰り週の半分くらいは夕飯も共にする、という毎日を送っていた。2000 年 4 月に共同
生活体の引っ越しがあり、それと同時に、筆者も共同生活体に住むこととなった。ここで
扱うエピソードに登場する C さんは、この、共同生活体の住人である。 


























で一晩見張ることをきめ、布団を C さんの部屋の前に敷いて座り込んでいる状況である。 
K ちゃん：「私」 
T さん ：「わっぱの会」在籍 10 年以上、「わっぱの会」が知多で農業を中心とした場づくりをはじめ
るきっかけとなった人で知多の場を切り盛りしていた中心人物 





























































4. エピソードの分析 「閉じ込められるものなら」 
 






































































































































のような思考を越えていく方法を探求していくことや、C さんや C さんの兄のような出来
事に遭遇した人たちがそれでも強く自分の生をまっとうしていきることができる社会のあ
り方を探求していくことが、筆者のライフワークの 1 つとなっている。このように、C さ
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第 2 節「共創」の関係性の考察 
 
 
では、第 1 節のエピソードとその分析から、「共創」の関係性の特徴を考察する。 
 
1.「共創」における当事者性の境界の「あいまい」さ   
 












































































象も、ごく自然なこととして捉えることができる。さらに、一度築かれた A と B の関係の
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第 5 章 脚注 















８５ 「わっぱ知多共働事業所」と「ひろばわっぱる」は 2000 年に開所した。筆者は 1999



































第 6章 「共創」の理論化の試み  153 
 




































第 6章 「共創」の理論化の試み  154 
 





















第 6章 「共創」の理論化の試み  155 
 




例 1: 「人として」「仲間として」「対等」「管理する側／される側がない」（わっぱの会） 









斎藤 第 3 章 1 節冒頭、障害者施策の主軸であったコロニー政策に対して） 
例 2：「確かに不器用だけど、何も悪いことはしていない。そういう人たちが、道端で、






は全くないですよね……」（わっぱの会、齋藤 第 3 章第 2 節） 
 例 2：「近しい人間の 1 人として…うまくいかなかった時も当事者の人に『まあ、しょう
がないよ』と苦笑いして許してもらえるような関係性はあった。」（もやい、冨樫 第
4 章 1 節 4 項） 
 






 例 1：工藤さんのような人が希望がもてるような社会（もやい、稲葉 第 5 章 1 節 1 項） 
 例 2： C さんや C さんの兄のような人たちが、強く自分の生をまっとうして生きること
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表 8 支援のパラダイムと共創のパラダイム 
 支援 共創 
存在の本質 実体論的人間理解 関係論的人間理解 
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 「当事者」の「生活困難状況」が「共創」にもたらす影響は、大きく分けて 2 つ考えら
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震災では、わたしたちは、自分たちではどうすることもできない大きな力というものの前
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第 6 章 脚注
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９７ 「わっぱの会」インタビュー2014 年 2 月の中で、若手メンバーが発した言葉 
 
９８ 筆者は 2013 年 4 月から 1 年間、NPO 法人にて復興支援活動に携わり、定期的に福島
県いわき市の活動者との会合を持っていた。ここで記しているのは、その時に出会った
人たちの姿である（巻末資料 1 参照）。 
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集まり、交歓によってつながっている集団 A が求めることが、それを求めない集団 B、C、














































章 2 節 2 項）。なによりも、本論文では、自分で選択し自己決定ができる「自由意思を持
 
 













































1. 交響圏とルール圏を分けて考える必要があるという視点  
2. 交響圏とルール圏では、関係の持ち方の作法が異なるという視点。交響圏は、交歓で
あり、ルール圏は契約である。 
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その交響圏から社会とのつながりを創る、という 2 つの要点は指摘できる。 
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第 7 章 脚注
                                                   
１００特に、福祉領域と医療・保健との連携が困難であると言われている。その理由として





































１０２ たとえば、内閣府が平成 26 年度に行った「国民生活に関する世論調査」でも、「老後
の生活設計」に対する不安を、「将来に対する不安」の要因として挙げる人の比率は増
加している。国民の 3 人に 2 人が「将来に不安を感じている」と回答し、その内訳では、
「老後の生活設計」（57.9％）が最も多かった 。本調査の調査対象は、全国 20 歳以上
の日本国籍を有する者のうち層化 2 段無作為抽出法で抽出された 10,000 人である。調
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この 2 つの圏域を意識すると了解可能な事象となる。  
 
１０７ オタワ憲章の一文 3 つの基本指針の「調停する」“Mediate”の部分に記されている。 
 
 




















本論文は、3 部構成をとり、第 1 部を背景として、ヘルス政策の動向とその政策が人々
の暮らしに与える影響を検討し、第 2 部では上記 2 つの活動実践の変遷、理念と実際、関
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（2002 年 6 月～2011 年 3 月） 
2. ごちゃまぜ促進倶楽部（前 ISH 研究所、筆者主宰）での地域の主婦層を対象とした不定期
な勉強会やサロンにおける会話（2011 年 4 月～2013 年 8 月）。  
3. NPO 法人コミュニティコーディネーターズ・タンクのコミュニティ・コーディネーターと








1. 「わっぱの会」のメンバーとして働く場と生活支援の場づくり活動実践（1999 年 4 月から
2002 年 3 月）。「わっぱ知多共働事業所」、「地域生活支援センターひろばわっぱる」の活動に
従事。この 2 つは 2000 年に開所した事業所であり、筆者は 1999 年 4 月からの 1 年間、この 2
つの事業所の開所準備に関わりながら「わっぱ知多共働事業所」の前身である「わっぱ知多農
場」で農作業を行うかたわら、世話人としての役割を担っていた。「共同生活体」の世話人とし













1.  ごちゃまぜ促進倶楽部（前 ISH 研究所、筆者主宰）の心理カウンセリング事業を通して
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巻末資料 2 「共創」の関係性の考察に用いた手記 
手記：同居人 C さん（アルコール依存症）の入院まで  （作成日：2013 年 12 月 10 日） 
※第 5 章 1 節 3 項「閉じ込められるものなら」は、この手記からの抜粋である。 
 
ここでは、共に生きる仲間として対等に出会うということ、そこで関係性を構築すると






じまりは、「わっぱの会」活動歴 10 年以上の健常者の T さんが農業を中心とした場づくり
を目指して知多へ移り棲んだことにある。そして、その町に暮らし、少しでも外で働く機
会を求めていた精神障害者の N さんと出会い、精神障害者と共に働く活動が展開していく。 




活動開始当初は 2 人で細々と農作業をしているのみだった活動も、いつしか 10 名を超え
るメンバーが所属するようになり、2000 年には農業と農産加工を主軸とした「わっぱ知多
共働事業所」と地域生活支援の拠点となる「ひろばわっぱる」を開設、共同生活体も 2 つ
になり、一気にメンバーが 30 名を超す大所帯となる。筆者は、この 2 つの施設の開所の 1
年前から開所後 2 年間の計 3 年間、立ち上げのために 3 年間というあらかじめ期限つきの
約束で、活動に参加した。 
ここから、筆者と C さんの間で起こった 2001 年のエピソードを、当時の日記やメモと
記憶から記述する。ここでいったん、執筆の視点を筆者から「私」に移すこととする。 
 
 私が活動に参加した 1999 年 4 月当時、わっぱの会・知多のメンバーは、10 名前後だっ
た。知多での農業を中心とした場づくりをはじめた T さん、そのパートナーの A さんが、
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主に場をきりもりしていた。精神病院への入院歴がある人が 7～9 名前後、そのうち 5 人

















て、私は K ちゃんと呼ばれていた。下記の回春堂の住人 5 名以外の登場人物としては、知





〈回春堂の住人 5 名（4 月の半ば以降で O さん退所）〉 
K 君（50 代男性、統合失調症で入院歴 10 年以上、回春堂は K 君の家を改築して作った）、 
C さん（40 代、統合失調症で入院歴 20 年程度、地元出身）、 
R ちゃん（66 歳、精神遅滞で入院歴 30 年以上） 
H さん（60 代、非定型精神病で入院歴 13 年以上）。 
O さん（60 代、統合失調症で入院歴 7 年以上、その後も短期入退院を繰り返し） 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 



















R ちゃん、H さんの部屋をちょろっとのぞいたが、こぎれいでいい感じになっていた。 
6 時 40 分帰宅。 
 
4 月 2 日 
C さん、K 君、H さんを乗せて出発。R ちゃんは気分が悪く、頭が痛いとのことでお休み。
どうやら、お金使い果たしちゃったことが関係しているらしい。 
H さんを M 病院で降ろし、K 君を K 駅でおろし、C さんと二人で畑へ。運転中の会話によ







腐った人参の選り分け作業やレタスの定植をしながら、C さんとあれこれ話す。主に C さん
の病院歴について。C さんは鉄工所で勤めていて、若いころはよくスナック通いをし、お金を
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C さんにしろ H さんにしろ、病気のこと話題にすることは嫌ではないようだ。むしろなんと
なく話したいと思っていたことをはなせて嬉しいふうにもとれた。この会話は私にとって印象
深く、重く、そして嬉しいものだった。 
回春堂に戻ると R ちゃんが頭が痛かったこと、2 時間寝たこと、今は元気がでたことなどを
まってましたとばかりに報告してくれた。どうやら、本当のねらいは、私が T さんから預かっ
た 2 千円にあったらしい。 
ボランティアさん（学生）を囲んで皆なんだかんだ嬉しそうに話している。H さんと C さん
が一杯ビールをひっかけにいき、上機嫌でもどる。お別れ会をしようとビールをかってくると
C さんが強引に騒ぎだし、R ちゃんが便乗。K 君が神経質そうにいやがっていた。とりあえず、
お別れ会は、わっぱの皆でやろうよ、ボランティアさんたちおくらなきゃいけないし、、、など
といっておさえる。しばらくして C さんの目を覗き込むと「納得」と返事がきたので安心。K
君に本を借りる。ボランティアさんを K 駅まで送り帰宅。C さんとの会話がとても印象に残る
一日だった。 
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4 月 4 日 
日曜日でまるっきりの休日。回春堂から電話が入るかどうか、すこしうきうきしていた。 





4 月 5 日 
C さん H さん R さん（K 君休み）乗せて出発。レタス植え。午後、保健所に出かけ日誌を
提出。K 君欠席の原因は C さんのお酒の件にあるらしい。すこし気をつけてみてなければ。通
常より 30 分位おくれて回春堂に到着。O さん K さんそれぞれに遅かったね、渋滞してた？と
聞かれる。皆、戻る時間はしっかりと頭に入っているようだ。 
K 君の顔色悪し。でも特に C さんを避けてるということはなかったが、ずっと重たい雰囲気
だった。 
私の初めての食事当番。まあ、おいしくできた。 
食後、K 君と H さんは、さっさと自分の部屋へ。C さんは、「じゃ、K ちゃんオレ寝るから」








4 月 8 日 
H さんは風邪、R ちゃんは気分がすぐれずお休み。C さんと K 君のせて畑へ。午前中は石ひ
ろい。午後、苗の植え替え作業。 
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あまり、こういう考えを持つのは止めようと思う。 










































4 月 9 日 







4 月 11 日 




君が C さんに話かける時、いつも、すこし緊張しているのがわかり、ちょっと痛々しい。K 君
の緊張がCさんの感情を刺激し怒りをかってまた爆発するのではないかとちょっとばかり気に
なる。H さんも元気がない。R ちゃんはなんだかんだ、報告やらしっぱなし。6 時頃帰宅。 
 
4 月 12 日 
月曜日。K 君は昨夜眠れなかったためお休み。H さん C さん R ちゃん乗せて出発。 
（作業を終え）回春堂へ戻り、R ちゃんと私で冷や飯をつかってチャーハンをつくる。こりゃ
うまい、と H さん。おかわりまでしてくれた。食中、食後も話がはずむ。「ゆっくりたべると、
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4 月 16 日 
H さんは診察。R ちゃんも薬がなくて眠れなかったもんでと今日はお休み。C さんと K 君と畑
へ。麦畑で C さんに耕転機の使い方を教わる。「K ちゃんやってみる？」と C さんちょっと得
意気にいろいろ教えてくれた。 
 




4 月 22 日 
全員出席。C さんの飲酒のことで、T さんと S さん（農場のメンバー）と議論。 
回春堂に帰宅後、C さんに「一日に１～2 本だけしかのまないと約束してよ」と話すと、C さ




















2000 年 4 月に事業所「わっぱ知多共働事業所」と「ひろばわっぱる」が開所する。こ
のタイミングに合わせて、「共同生活体いちば」を事業所から歩いて 7 分位の場所に開所
し、回春堂のメンバーは K 君を残して引越しをした。回春堂が農場や事業所から車で 30
分程かかるため、活動の効率を考えてのことだった。私は世話人として、この「共同生活
体いちば」に暮らすことになった。C さんも同居人の一人となった。 
ここでとりあげる、C さんと私のエピソードは、2001 年の秋、C さんの飲酒の問題が、
深刻化していくなかで起こった。この当時の「共同生活体いちば」には、C さん、30 代前
半の統合失調症で入院歴のある男性、20 代後半で非定型精神病で入院歴のある女性、20
代半ばで統合失調症入院歴のある男性、回春堂にも一時期住んでいた O さん（60 代、統














時間が取れない時は、共同生活体の他のメンバーが車を出して C さんと一緒に AA や断酒
会に行くこともあった。皆で、とにかく C さんを一人にしないようにしていた。 
 こうして、皆で C さんを一人にしない作戦を展開した 1 か月くらいの間で、数回、お酒

















茶店へ行くと、すでに酔っぱらった C さんが、「なんで K ちゃん来た？」とにらんでいる。
「なんでもいいから、ほら、帰るよ」と半ば強引にひっぱりだして車に乗せ、共同生活体
へ連れて帰り、部屋に入るのを見届けた。C さんの部屋は 2 階にあり、私は C さんの部屋
の真下に位置する居間兼台所スペースで２階の様子をうかがいながら日誌などを書いてい
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  「やどかりの里」が毎月発行している「機関紙やどかり」の 2014 年 1 月号には、創
生期から、「やどかりの里」の職員・メンバーの関係が、「支援する側／される側」という
「支援」領域に普通にみられる関係を超えたものであった様子が記されている。その関係
                                                   


























































































































中で生まれてきた表現である（向谷地 2009: 5-9）。 
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